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平
成
二
十
二
年
も
師
走
月
を
む
か
え
残
り
わ
ず
か
と
な

り
ま
し
た
が
本
年
も
寒
川
神
社
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
業

や
法
人
、
沢
山
の
皆
様
に
ご
参
拝
を
頂
き
ま
し
た
。
参
拝

の
方
法
や
時
期
、
回
数
等
は
各
社
、
各
人
そ
れ
ぞ
れ
違
い

ま
す
が
、
そ
も
そ
も
何
故
参
拝
を
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？

古
来
よ
り
日
本
人
は
心
情
と
し
て
溢
れ
る

｢

大
和
心｣

を
誰
し
も
が
持
っ
て
い
ま
し
た
。
現
在
で
は
薄
れ
ゆ
く
、

こ
の

｢

大
和
心｣

を
我
が
心
身
で
感
じ
取
り
、｢

心｣

の

充
電
を
し
、
自
身
の
安
ら
ぎ
や
癒
し
を
得
る
為
に
参
拝
さ

れ
る
の
で
は
？

｢

大
和
心｣

が
何
で
あ
る
か
を
、
辞
書
等
で
調
べ
ま
す
と

｢

日
本
人
ら
し
い
自
然
で
す
な
お
な
心｣

と
あ
り
、
日
本

民
族
固
有
の
精
神
や
日
本
人
と
し
て
の
意
識
を
表
し
ま
す
。
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と
江
戸
後
期
の
国
学
者
本
居
宣
長
が
見
事
に
う
た
い
あ
げ

て
お
り
、
先
般
、
明
治
天
皇
が
渙
発
さ
れ
て
よ
り
百
二
十

周
年
を
迎
え
た

｢

教
育
勅
語｣

に
凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
神
社
の
お
参
り
は
、
初
詣
が
一
般
的
で
す
が
、

正
五
九

し
ょ
う
ご
く

詣
り
と
云
い
正
月
・
五
月
・
九
月
に
参
拝
さ
れ
る

方
も
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
何
故
、
正
五
九
月
で
し
ょ

う
か
？

陰
暦
で
正
月
、
五
月
、
九
月
は
忌
む
べ
き
月
と
さ
れ
て

お
り
、
結
婚
な
ど
の
慶
事
を
避
け
、
わ
が
身
を
清
め
る
為

に
神
社
仏
閣
な
ど
へ
挙
っ
て
参
拝
を
す
る
慣
わ
し
で
し
た
。

毎
日
お
参
り
す
る
人
、
毎
月
お
参
り
す
る
人
、
正
五
九

月
に
お
参
り
す
る
人
、
初
詣
だ
け
の
人
、
と
さ
ま
ざ
ま
で

す
が
、
平
成
二
十
三
年
か
ら
は
皆
様
も
初
詣
に
限
ら
ず
先

人
の
知
恵
、
正
五
九
詣
り
を
始
め
て
大
和
心
を
常
に
戴
い

て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

(

水)
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本
年
四
十
三
回
目
を
迎
え
ま
し
た
菊
花
・
写
真
展
が
、
十
一
月
十

日
よ
り
二
十
三
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

菊
花
展
の
審
査
長
に
尾
�
元
彦
氏
、
ま
た
副
審
査
長
に
遠
藤
吉
和

氏
、
そ
し
て
写
真
展
の
審
査
長
を
伊
奈
喜
久
雄
氏
に
そ
れ
ぞ
れ
お
願

い
し
、
厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、
次
の
方
々
が
入
賞
さ
れ
新
嘗
祭
に

併
せ
て
表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

(

敬
称
略)
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(
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田
島
喜
久
馬【菊花展 宮司賞】

�

宇

井

胡

扇
殿

�

横
浜
貨
物
綜
合
株
式
会
社

佐

藤

俊

哉
殿

�

安

川

昌

子
殿

�

湘
南
ビ
ュ
ー
テ
ィ
カ
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チ
ュ
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本

田

昌

子
殿
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不
同)
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十
一
月
二
十
三
日
、
勤
労
感

謝
の
日
に
役
員
・
総
代
・
氏
子

崇
敬
者
多
数
参
列
の
も
と
、
新

嘗
祭
が
厳
粛
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
祭
典
は
今
年
の
五
穀
豊

穣
・
産
業
の
振
興
に
感
謝
申
し

上
げ
る
祭
典
で
、
当
日
は
、
新

穀
・
白
酒
・
農
作
物
・
餅
・
菓

子
・
花
等
の
お
供
え
物
が
御
神

前
に
所
狭
し
と
奉
納
さ
れ
、
神

の
恵
に
誠
の
感
謝
を
捧
げ
る
と

共
に
、
皇
室
の
御
安
泰
、
崇
敬

者
各
位
の
更
な
る
弥
栄
が
祈
念

さ
れ
ま
し
た
。

祭
典
終
了
後
に
は
参
集
殿
に

於
い
て
篤
志
奉
納
者
の
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
感
謝
状
と
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
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天
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左
記
の
方
々
よ
り
赤
誠
溢
れ
る
ご
奉
賛
を
賜
り
ま
し
た
。

誌
上
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
(

順
不
同
・
敬
称
略)

十
万
円

岩
�

金
壽

東
京
都
武
蔵
野
市

三
万
円

一
場

茂

寒
川
町
宮
山

二
万
円

山
田

一
也

原
木
市
妻
田
北

〃

原
田

誠

横
浜
市
中
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〃

㈲
イ
ノ｢

改
善｣

東
京
都
渋
谷
区
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一
年
間
の
塵
や
埃
を
拂
い
清

め
、
新
年
を
迎
え
る
師
走
恒
例

の
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

御
神
前
に
て
奉
告
祭
が
執
行

さ
れ
た
後
、
御
本
殿
を
は
じ
め

神
門
・
手
水
舎
等
す
べ
て
の
建

物
が
拂
わ
れ
ま
す
。

�
�

�
�

�

�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

天
皇
陛
下
の
御
誕
生
日
を
お

祝
い
す
る
天
長
祭
が
斎
行
さ
れ

ま
す
。

当
日
は
役
員
・
総
代
を
は
じ

め
多
く
の
方
々
が
参
列
し
、
天

皇
陛
下
の
ご
長
寿
ま
た
皇
室
の

弥
栄
が
祈
念
さ
れ
ま
す
。
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一
年
の
最
後
の
祭
典
、
師
走

の
大
祓
式
並
び
に
除
夜
祭
が
執

り
行
わ
れ
ま
す
。

半
年
間
の
罪
穢
れ
を
人
形
に

託
し
祓
い
や
る
大
祓
神
事
が
境

内
外
庭
に
て
行
わ
れ
、
ご
参
列

者
ま
た
全
国
よ
り
郵
送
で
送
ら

れ
た
人
形
が
祓
い
清
め
ら
れ
ま

す
。
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ま
た
当
日
お
越
し
に
な
れ
な
い

方
に
は
、
お
申
し
込
み
の
ご
案

内
を
お
送
り
致
し
ま
す
の
で
ご

連
絡
下
さ
い
。
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現
在
で
は
、
日
本
国
憲
法
公

布
を
記
念
し
、
自
由
と
平
和
を

愛
し
、
文
化
を
薦
め
る
祭
日

『

文
化
の
日』

と
し
て
広
く
国

民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
十
一
月

三
日
は
、
近
代
日
本
、
文
明
開

化
の
輝
か
し
い
時
代
の
礎
を
築

か
れ
た
、
明
治
天
皇
の
御
生
誕

の
日
で
、
戦
前
は

『

明
治
節』

と
呼
ば
れ
、
明
治
天
皇
を
寿
ぎ

偲
ぶ
日
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
日
、
寒
川
神
社
に
お
い

て
も
そ
の
聖
徳
大
業
を
仰
ぎ
、

皇
室
の
弥
栄
と
国
家
国
民
の
繁

栄
を
祈
念
す
る

｢
明
治
祭｣

が

厳
粛
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
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神
奈
川
県
神
社
庁
相
模
湘

南
支
部
の
神
宮
大
麻
暦
頒
布

始
奉
告
祭
が
、
十
一
月
十
二

日
に
当
神
社
本
殿
に
て
執
行

さ
れ
ま
し
た
。

我
が
国
で

は
、
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
神
棚
に
祀
る
神
宮
大
麻

と
氏
神
様
を
新
た
に
し
、
来

る
年
が
何
事
も
無
く
、
健
や

か
な
生
活
が
営
め
る
よ
う
祈

る
歳
神
の
信
仰
が
あ
り
ま
す
。

大
御
神
様
の
神
霊
が
宿
る

神
宮
大
麻
を
神
棚
に
お
ま
つ

り
し
、
清
々
し
い
新
年
を
お

迎
え
致
し
ま
し
ょ
う
。
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國
學
院
大
學

神
道
文
化
学
部
教
授

神
道
学
博
士

連

載
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第
五
十
六
回
の
式
年
遷
宮
が
間
近
か
に
迫
っ
た
二
十

年
十
二
月
、
勅
令
を
も
っ
て
造
神
宮
使
庁
の
官
制
が
公

布
さ
れ
た
。
使
庁
と
は
内
務
大
臣
の
監
督
下
、
殿
舎
造

営
や
神
宝
調
製
な
ど
、
遷
宮
事
業
の
全
般
を
取
り
し
き

る
た
め
、
内
務
省
内
に
置
か
れ
た
常
設
機
関
で
あ
り
、

王
朝
の
盛
時
に
ま
さ
る
偉
観
を
示
し
て
い
た
。

首
条
に

｢

造
神
宮
使
庁
ハ
内
務
大
臣
ノ
管
理
ニ
属
シ
、

新
宮
造
営
及
神
宝
装
束
調
達
ノ
事
ヲ
主
掌
ス｣

と
大
筆

し
て
、
造
神
宮
使
の
も
と
、
遷
宮
事
業
を
推
進
し
て
い

く
体
制
が
整
っ
た
。
特
に
古
代
に
は
神
宝
使
が
御
装
束
・

神
宝
の
奉
製
を
担
当
し
た
が
、
そ
れ
が
使
に
所
属
す
る

に
至
っ
た
こ
と
は
忘
れ
が
た
い
重
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

二
十
二
年
に
廻
り
き
た
第
五
十
六
回
遷
宮
は
、
新
政

府
が
初
め
て
取
り
組
ん
だ
御
儀
で
あ
っ
た
。

お
よ
そ
十
年
後
の
三
十
三
年
五
月
、
内
宮
の
正
殿
が

炎
上
す
る
由
々
し
い
事
態
と
な
り
、
翌
月
に
は
仮
殿
遷

座
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
三
日
後
に
官
制
の
大
幅
な
改

な
か
っ
た
。
大
正
時
代
に
な
る
と
関
東
大
震
災
に
見
舞

わ
れ
、
折
角
努
力
し
て
き
た
使
庁
も
、
再
び
活
動
を
始

め
る
に
は
容
易
な
こ
と
で
は
無
か
っ
た
。
そ
の
成
果
は

昭
和
四
年
の
第
五
十
八
回
遷
宮
に
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
明
治
二
年
に
第
五
十
五
回
の
式
年
遷
宮

が
斎
行
さ
れ
た
が
、
天
皇
に
は
二
年
・
二
十
二
年
・
四

十
二
年
と
、
三
回
の
御
儀
を
斎
行
な
さ
れ
た
。
殊
に
二

十
年
に
造
神
宮
使
庁
の
官
制
公
布
に
と
も
な
い
、
そ
の

後
の
遷
宮
毎
に
偉
観
を
増
し
て
い
っ
た
。
し
か
も
臨
時
・

仮
殿
を
加
え
れ
ば
七
回
に
お
よ
び
、
い
か
に
天
皇
に
と
っ

て
遷
宮
に
格
別
な
思
召
で
あ
ら
れ
た
か
察
せ
ら
れ
よ
う
。

正
が
あ
り
、
御
装
束
・

神
宝
、
さ
ら
に
御
金
物

に
お
い
て
、
技
術
系
統

の
技
師
・
技
手
を
追
加

し
て
充
実
を
期
し
た
も

の
で
あ
る
。
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文
明
開
化
の
荒
波
が

よ
せ
来
た
り
、
洋
化
・

欧
風
が
持
て
囃
さ
れ
る

世
相
に
あ
っ
て
、
神
宮

の
造
営
方
法
に
も
幾
多

の
批
判
が
起
こ
っ
た
。

式
年
毎
に
膨
大
な
森
林

資
源
を
浪
費
す
る
遷
宮

制
度
そ
の
も
の
が
、
開

化
的
な
志
向
か
ら
は
捨
て
置
き
が
た
い
事
柄
で
あ
っ
た
。

論
議
は
や
が
て
天
皇
の
叡
聞
に
も
達
し
た
が
、
や
が
て

深
遠
な
展
望
を
も
っ
た
計
画
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

｢

祖
宗
建
国
の
姿｣
、
つ
ま
り
天
照
大
御
神
や
神
武
天
皇

が
わ
が
国
を
建
国
・
発
展
さ
せ
た
姿
を
、
伊
勢
の
宮
居

に
偲
ぶ
た
め
、
二
十
年
毎
の
遷
宮
方
式
は
不
可
欠
で
あ

る
。『

明
治
天
皇
記』

に
明
ら
か
な
通
り
、
三
十
九
年

に
木
曽
山
に

｢

神
宮
御
造
営
備
林｣
を
設
定
に
な
り
、

御
用
材
の
不
安
を
永
遠
に
拭
い
去
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
あ
る
。

ま
た
御
装
束
・
神
宝
の
再
吟
味
に
着
手
し
た
が
、
未

だ
四
十
四
年
の
第
五
十
七
回
遷
宮
で
は
為
す
と
こ
ろ
が

�
�

�
�

�
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平
成
二
十
一
年
十
二
月
一
日
付
に
て
、
利
根
康
教
氏
は

寒
川
神
社
第
二
十
七
代
宮
司
に
就
任
致
し
ま
し
た
。

こ
の
慶
事
を
祝
し
ま
し
て
、
四
月
十
九
日
、
就
任
披
露

の
会
が
ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
厚
木
に
て
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
神
社
本
庁
顧
問
矢

田
部
正
巳
様
を
は
じ
め
、
全
国

の
神
社
関
係
者
、
國
學
院
大
學

の
同
級
生
、
旧
職
員
の

皆
様
に
参
集
賜
わ

り
、
ご
祝
辞
や

励
ま
し
の
言

葉
を
頂
い
た

他
、
思
い

出
話
に
花

が
咲
く
な

ど
、
終
始
和

や
か
で
華
や

か
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

建
立
後
四
十
余
年
が
経
ち

老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
、
二

の
鳥
居
の
改
修
工
事
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

鳥
居
の
補
強
と
し
て
は
日

本
初
の
工
法
を
取
り
入
れ
た

こ
の
工
事
は
、
予
定
通
り
作

業
が
進
み
、
七
月
十
二
日
竣

功
を
迎
え
ま
し
た
。

白
く
蘇
え
っ
た
二
の
鳥
居

は
、
新
年
、
お
参
り
さ
れ
る

大
勢
の
方
々
を
清
々
し
く
お

迎
え
申
し
上
げ
ま
す
。
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永
遠
な
る
平
和
を
誓
い
、
宮

山
住
民
の
総
意
で
建
立
さ
れ
た

平
和
の
塔｢

和
光｣

は
、
宮
山
神

社
の
境
内
に
移
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
切
な
る
願
い
を
後
世
に

伝
え
る
べ
く
、
八
月
十
五
日
の

正
午
、
移
設
さ
れ
た
後
初
め
て

平
和
祈
願
祭
が
塔
の
前
に
て
執

行
さ
れ
、
戦
没
者
に
慰
霊
の
黙

祷
を
捧
げ
、
世
界
平
和
を
強
く

祈
願
致
し
ま
し
た
。

��� ���������������������
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五
月
二
十
三
日
、
第
六
十
一
回
全

国
植
樹
祭
が
南
足
柄
市
と
秦
野
市
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

天
皇
皇
后
両
陛
下
に
あ
ら
れ
ま
し

て
は
、
こ
の
植
樹
祭
に
御
臨
席
に
な

ら
れ
、
天
皇
陛
下
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ケ
ヤ
キ
・
ス
ギ
・
ク
ヌ
ギ
を
お

手
植
、
ブ
ナ
・
ス
ダ
ジ
イ
を
お
手
播

さ
れ
、
皇
后
陛
下
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
・
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
・

シ
ラ
カ
シ
を
お
手
植
、
コ
ブ
シ
・
ヤ

ブ
ツ
バ
キ
を
お
手
播
に
な
ら
れ
ま
し

た
。そ

の
み
ぎ
り
、
二
十
二
日
午
後
三

時
三
十
分
よ
り
、
湯
本
富
士
屋
ホ
テ
ル

に
於
い
て
幣
饌
料
御
下
賜
伝
達
式
が
行

わ
れ
、
利
根
宮
司
が
参
向
、
拝
領
い
た

し
す
ぐ
に
帰
社
、
本
殿
へ
奉
安
い
た
し

ま
し
た
。

当
神
社
で
は
、
六
月
一
日
午
前
八
時

三
十
分
、
月
次
祭
に
併
せ
御
本
殿
に
て
、

幣
饌
料
御
下
賜
奉
告
祭
並
記
念
植
樹
奉

告
祭
を
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。

祭
典
終
了
後
、
参
道
東
側
に
設
け
ら

れ
た
植
樹
場
所
に
て
、
神
社
庁
配
布
の

ス
ダ
ジ
イ
、
神
奈
川
県
神
道
青
年
会
配

布
の
ウ
ラ
ジ
ロ
ハ
コ
ヤ
ナ
ギ
の
苗
木
の

他
、
ク
ヌ
ギ
・
コ
ブ
シ
の
若
木
を
用
意

し
植
樹
い
た
し
ま
し
た
。

当
神
社
所
蔵
の

｢

三
極

通
儀｣

が
現
存
唯
一
の
細

川
半
蔵
自
作
の
物
で
あ
る

事
が
判
明
し
た
事
と
、
方

55
66
77
88
99
::
;;
<<
==
>>
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��
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創
ろ
う
平
成
の
文
化
財
を
合

言
葉
に
、
伝
統
建
築
手
法
の
粋

を
集
め
施
工
さ
れ

た
、
神
嶽
山
神
苑

内
に
あ
る
、｢

直

心
庵｣

｢

方
徳
資

料
館｣

｢

和
楽
亭｣

が
、
池
泉
回
遊
式

庭
園
に
お
け
る
建

物
群
と
庭
が
一
体

と
な
っ
て
調
和
し

て
い
る
点
な
ど
が

評
価
さ
れ
、
県
内

に
あ
る
優
れ
た
建

物
を
選
出
す
る

｢

第
五

十
五
回
神
奈
川
建
築
コ

ン
ク
ー
ル｣

で
優
秀
賞

に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

徳
資
料
館
開
館
一
周

年
を
記
念
し
て
、
特

別
展

｢

細
川
半
蔵
と

天
文
・
か
ら
く
り
展｣

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

客
殿
特
設
会
場
で
は
貴

重
な
天
文
学
資
料
が
展
示
、

か
ら
く
り
人
形
の
実
演
も

行
わ
れ
ま
し
た
。
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今
年
の
十
月
三
十
一
日
は
、

教
育
勅
語
が
渙
発
さ
れ
て
よ
り

丁
度
百
二
十
年
目
を
迎
え
る
記

念
の
日
と
な
り
ま
し
た
。

昨
今
は
、
徳
育
の
欠
如
に
よ

り
低
年
齢
層
の
凶
悪
犯
罪
や
親

殺
し
、
子
殺
し
等
、
様
々
な
モ

ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
現
象
が
引
き
起

こ
さ
れ
て
い
ま
す
。

教
育
勅
語
に
は
、
孝
行
・
友

愛
・
博
愛
・
遵
法
等
、
古
今
東

西
を
問
わ
ず
守
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
普
遍
的
精
神
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

当
神
社
で
は
、
こ
の
節
目
で

あ
る
今
年
こ
そ
、
教
育
勅
語
を

改
め
て
読
み
、
考
え
直
す
機
会

と
考
え
、
渙
発
さ
れ
た
日
に
、

記
念
祭
を
中
祭
式
に
て
斎
行
し

式
典
を
執
り
行
い
、
教
育
勅
語

を
全
員
で
奉
読
、
講
演
会
を
開

催
致
し
ま
し
た
。

講
演
講
師
に
は
、
國
學
院
大

學
教
授
大
原
康
男
先
生
を
お
招

き
し
、
教
育
基
本
法
と
教
育
勅

語
は
短
期
間
だ
が
共
存
し
て
い

た
事
、
明
治
で
も
徳
育
軽
視
が

あ
り
、
憂
慮
さ
れ
た
明
治
天
皇

の
意
を
受
け
て
作
製
さ
れ
た
事
、

宗
教
・
哲
学
・
政
治
的
色
彩
を

帯
び
な
い
様
考
え
ら
れ
た
事
、

君
主
の
一
方
的
訓
論
で
は
な
い

事
、
外
国
人
に
共
感
と
称
賛
さ

れ
て
い
る
事
、
事
実
だ
け
を
そ

の
ま
ま
伝
え
れ
ば
若
者
で
も
素

直
に
理
解
し
て
も
ら
え
る
事
を

熱
心
に
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

教
育
勅
語
が
、
今
後
の
教
育

の
道
標
と
な
り
、
示
さ
れ
た
精

神
が
青
少
年
に
伝
わ
っ
て
い
く

事
を
願
う
ば
か
り
で
す
。
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相
模
湘
南
支
部
主
催
の
神
職

教
養
研
修
会
が
、
講
師
に
神
宮

参
事
、
河
合
真
如
氏
を
お
招
き

し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
は
元
々
科
学
を
専
攻
さ

れ
て
お
り
、
神
話
は
科
学
的
に

実
証
が
で
き
、
神
話
が
現
代
に

生
き
続
け
て
い
る
の
が
神
宮
で

あ
る
事
、
又
、
式
年
遷
宮
が
持

つ
重
要
な
役
割
に
つ
い
て
等
、

様
々
な
事
例
を
挙
げ
、
解
り
易

く
解
説
し
て
頂
き
ま
し
た
。

さ
く
ら
ん
ぼ
で
有
名
な
寒
河

江
市
と
寒
川
町
は
、
姉
妹
都
市

を
締
結
し
て
お
り
、
年
々
活
発

に
交
流
し
て
い
ま
す
が
、
今
年

で
目
出
度
く
締
結
二
十
周
年
を

迎
え
、
こ
れ
を
機
に
、
寒
河
江

市
長
佐
藤
洋
樹
氏
と
議
会
議
長

�
橋
勝
文
氏
が
来
町
さ
れ
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
当
神
社
に
も
参
拝

頂
く
事
と
な
り
、
正
式
参
拝
の

後
、
神
嶽
山
神
苑
を
散
策
な
さ

れ
ま
し
た
。

＜教育勅語を全員で奉読する＞
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少
年
活
動
だ
よ
り

�
�

�
�

�
�

�

秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ
実
施

十
月
二
十
四
日
、
恒
例
の
秋

の
ハ
イ
キ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は

｢
公
共
マ

ナ
ー
を
学
ん
で
、
守
っ
て
、
楽

し
も
う｣

で
す
。

少
年
館
と
し
て
は
久
し
ぶ
り

の
、
電
車
を
使
っ
て
の
移
動
、

電
車
に
乗
り
遅
れ
た
り
、
帽
子

が
線
路
に
落
ち
た
り
と
様
々
な

ト
ラ
ブ
ル
を
乗
り
越
え
、
目
的

地
で
あ
る
辻
堂
海
浜
公
園
に
到

着
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
交
通
展
示
館
で

電
車
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
体

験
し
た
り
、
ス
パ
ー
ラ
イ
ダ
ー

に
乗
り
楽
し
み
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
交
通
公
園
に

て
、
ス
カ
イ
サ
イ
ク
ル
や
ゴ
ー

カ
ー
ト
に
乗
り
な
が
ら
交
通
ル
ー

ル
を
学
び
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
ぴ
り
先
生
に
怒
ら
れ

ま
し
た
が
、
楽
し
い
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

十
一
月
十
四
日
、
少
年
館
の
剣
士
十

六
名
が
寒
川
町
武
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
参
戦
し
ま
し
た
。

｢

エ
イ
ッ
、
エ
イ
ッ
、
オ
ー｣

と
気

合
充
分
�
縦
横
無
尽
の
大
活
躍
�
と
迄

は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
宮
崎
隼
君

と
村
田
耕
二
郎
君
が
見
事
敢
闘
賞
に
輝

き
ま
し
た
。

剣
士
よ
�
館
生
よ
�
ま
す
ま
す
た
く

ま
し
く
あ
れ
�

�
	

�
�



�

�

入
隊
式
・
上
進
式
実
施

鎮
守
の
森
の
秋
が
深
ま
る
中
、

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
寒
川
第
二
団

で
は
カ
ブ
・
ボ
ー
イ
・
ベ
ン
チ
ャ
ー

各
隊
に
て
入
隊
式
・
上
進
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

十
月
二
十
四
日
に
行
わ
れ
た

カ
ブ
隊
の
入
隊
式
で
は
、
三
名

が
仲
間
入
り
を
果
た
し
、
憧
れ

の
制
服
に
身
を
包
ん
だ
新
入
ス

カ
ウ
ト
達
は
元
気
い
っ
ぱ
い
に

活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。

ボ
ー
イ
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
隊
の

上
進
式
は
十
一
月
七
日
に
合
同

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ボ
ー
イ
隊

に
は
八
名
が
上
進
し
ま
し
た
。

わ
ん
ぱ
く
八
人
組
の
こ
れ
か
ら

の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
。
わ
が

団
の
精
鋭
部
隊
ベ
ン
チ
ャ
ー
隊

に
は
三
名
が
上
進
し
ま
し
た
。

ベ
テ
ラ
ン
ス
カ
ウ
ト
と
し
て
頼

も
し
い
限
り
で
す
。
そ
し
て
こ

の
日
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
隊
の
中
澤

大
輝
ス
カ
ウ
ト
に
栄
え
あ
る
神

道
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

弥
栄
！
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト

し
た
寒
川
第
二
団
、
来
年
も
元

気
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

少
年
剣
士
よ
た
く
ま
し
く
あ
れ
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 � 12月16日(木)
午後２時～３時


� 寒川神社 参集殿

	 � ����������

�����

� � 薬剤師
福 富 大 樹

入場無料 申込不要
ご来場をお待ちしております｡

������������

寒 川 病 院

結
膜
炎
に
は
細
菌
や
ウ
イ
ル

ス
が
原
因
で
起
こ
る
感
染
性
の

も
の
と
、
花
粉
な
ど
様
々
な
原

因
で
起
こ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
性
の

も
の
と
、
大
き
く
分
け
て
二
種

類
が
あ
り
ま
す
。

細
菌
性
結
膜
炎
の
主
な
症
状

は
充
血
と
眼
脂
で
、
小
児
や
高

齢
者
に
多
く
、
た
い
て
い
は
一

週
間
以
内
に
抗
生
剤
の
点
眼
薬

で
治
癒
し
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
性
結
膜
炎
は
よ
り

強
い
充
血
、
眼
脂
を
認
め
、
時

に
角
膜
に
傷
を
作
り
痛
み
や
異

物
感
、
か
す
み
感
を
伴
い
、
治

癒
に
は
二
〜
三
週
間
か
か
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
感
染
性
結
膜
炎

は
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
付
着
す

る
事
に
よ
り
発
症
す
る
の
で
、

感
染
予
防
が
重
要
で
す
。
飛
沫
、

空
気
感
染
は
し
な
い
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
外
出
か
ら

帰
宅
後
は
良
く
手
を
洗
い
、
普

段
か
ら
む
や
み
と
目
を
触
ら
な

い
よ
う
習
慣
づ
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

一
方
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜

炎
は
感
染
で
は
な
く
、
何
か
の

原
因
で
結
膜
に
ア
レ
ル
ギ
ー
反

応
が
起
こ
る
た
め
に
生
じ
る
炎

症
で
す
。
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜

炎
の
内
、
あ
る
特
定
の
季
節
だ

け
症
状
が
出
る
も
の
を
季
節
性
、

季
節
に
関
係
な
く
起
こ
る
も
の

を
通
年
性
ア
レ
ル
ギ
ー
と
言
い

ま
す
。
季
節
性
ア
レ
ル
ギ
ー
の

主
な
原
因
は
花
粉
で
、
一
般
に

�
花
粉
症
�
と
呼
ば
れ
て
い
る

二
〜
三
月
の
ス
ギ
だ
け
で
な
く
、

夏
の
カ
モ
ガ
ヤ(

イ
ネ
科
雑
草)

、

秋
の
ブ
タ
ク
サ(

キ
ク
科
雑
草)

な
ど
、
季
節
に
よ
り
様
々
な
種

類
が
あ
り
ま
す
。
通
年
性
ア
レ

ル
ギ
ー
の
原
因
と
し
て
は
ハ
ウ

ス
ダ
ス
ト

(

ほ
こ
り)

、
ダ
ニ
、

カ
ビ
や
猫
や
犬
の
毛
な
ど
が
代

表
的
で
す
。

ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
の
最

も
特
徴
的
な
症
状
は
か
ゆ
み
で
、

異
物
感
や
流
涙
が
起
こ
る
事
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
小
児
で
は
結

膜
の
炎
症
の
た
め
角
膜
に
傷
が

で
き
る
事
が
あ
り
、
春
季
カ
タ

ル
と
い
っ
て
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結

膜
炎
の
重
症
型
で
す
。
そ
の
場

合
し
っ
か
り
治
療
し
な
い
と
角

膜
に
傷
跡
が
残
り
、
視
力
が
悪

く
な
る
事
も
あ
る
の
で
注
意
が

必
要
で
す
。

ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
の
治

療
は
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
剤
や
ス
テ

ロ
イ
ド
剤
の
点
眼
、
春
季
カ
タ

ル
で
は
免
疫
抑
制
剤
の
点
眼
を

使
用
す
る
事
も
あ
り
ま
す
。
ス

テ
ロ
イ
ド
系
の
点
眼
薬
を
頻
用

す
る
と
、
眼
圧
上
昇
等
の
副
作

用
が
起
こ
る
事
が
あ
る
の
で
、

眼
科
医
の
指
示
に
従
っ
て
使
用

し
て
下
さ
い
。
ま
た
水
道
水
で

目
を
洗
う
よ
り
、
涙
に
近
い
成

分
の
人
工
涙
液
の
点
眼
で
洗
い

流
す
方
が
良
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。い

ず
れ
に
し
て
も
ア
レ
ル
ギ
ー

の
原
因
物
質
を
完
全
に
除
去
す

る
事
は
困
難
な
の
で
、
毎
年
決

ま
っ
た
時
期
に
ア
レ
ル
ギ
ー
が

起
こ
る
方
は
、

早
目
に
治
療
を

始
め
て
症
状
を

重
く
し
な
い
事

が
大
切
で
す
。
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去
る
十
月
十
八
日
、
第
三
十
二
回
自
衛
消

防
隊
消
火
技
術
大
会
が
開
催
さ
れ
、
当
神
社

か
ら
は
男
女
合
わ
せ
て
十
名
の
職
員
が
大
会

に
臨
み
消
火
技
術
力
を
競
い
ま
し
た
。

隊
員
達
は
訓
練
の
成
果
を
充
分
に
発
揮
し

屋
内
消
火
栓
操
法
女
子
の
部
で
は
Ｖ
２
を
達

成
、
全
員
が

個
人
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

男
子
も
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の

部
で
入
賞
を
果
た
し
、
二
番
員

で
個
人
賞
を
獲
得
す
る
事
が
出

来
ま
し
た
。

看
護
師

日
比
麻
里
子

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
二
年
十
二
月
一
日
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今
後
行
わ
れ
る
太
鼓
橋
並
周

辺
整
備
工
事
の
完
成
予
想
図
。

十
二
月
の
異
名
に
春
待
月
が

あ
る
。
忙
し
い
師
走
だ
が
、
忙

し
さ
の
先
に
は
必
ず
人
生
の
春

が
訪
れ
る
で
あ
ろ
う
。

そ
う
考
え
た
ら
今
年
も
来
年

も
乗
り
切
れ
る
と
思
え
て
き
た
。

(

尚)


� �
������

�� �� ��

�
���

��

����
��

����
��

����

 ��
��

 ���
��

 ���
��

  ��

���
��

�!��
��

����
��

����


� �
������

�� �� ��

"
�#�

$%

���
$%

���
$%

 ��

���
��

����
��

� ��
��

����

�!�
��

����
��

�&��
��

 #��

�����
���

	



� ����

閑
日
の
縁
に
ご
ろ
り
と
種
瓢

た
ね
ふ
く
べ

相
原

白
露

ひ
と
吹
き
に
消
す
仏
灯
や
そ
ぞ
ろ
寒

露
木
て
る
子

煙
草
絶
つ
こ
と
に
も
馴
れ
て
今
朝
の
冬

金
指

月
光

七
五
三
今
日
混
み
あ
え
る
無
人
駅

四
ッ
車
梢
月

甲
乙
の
違
い
わ
か
ら
ず
菊
花
展

竹
村
真
砂
美

早
朝
の
ま
た
生
き
の
良
き
鰯
雲

山
本

朝
子

柿
を
売
る
関
所
の
や
う
に
老
婆
を
り

菅
沼

保
幸

頁
め
く
る
か
そ
け
き
音
や
そ
ぞ
ろ
寒

飛
石

槿
花

野
良
猫
も
伸
び
縮
み
し
て
菊
日
和

松
本
美
智
子

そ
ぞ
ろ
寒
部
屋
の
四
隅
に
要
ら
ぬ
釘

芹
沢

徳
光

選
外
の
菊
を
飲
み
屋
に
届
け
け
り

根
岸

君
子

藁
灰
に
残
る
ぬ
く
さ
や
冬
隣

金
子

つ
ぢ

鴨
の
中
白
鷺
一
羽
冬
に
入
る

皆
川
志
ん
ご

頬
っ
ぺ
た
に
当
て
し
両
の
手
そ
ぞ
ろ
寒

岩
田
美
代
子

母
方
も
父
方
も
い
て
七
五
三

千
葉

静
香

渡
り
鳥
双
眼
鏡
の
点
と
な
る

伊
藤

公
一

柿
二
つ
持
た
せ
て
使
ひ
の
子
を
帰
す

岡
田
風
呂
釜

手
の
ひ
ら
に
こ
ぼ
る
る
ほ
ど
に
む
か
ご
と
り

三
輪

恭
子

冬
来
る
大
欠
伸
の
七
十
七

宮
入

つ
る

旨
そ
う
な
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
今
年
米

菅
沼
う
め
の

吊
橋
や
紅
葉
隠
れ
の
今
日
の
宿

原
野

楽
天

い
わ
ず
も
か
な
息
子
の
来
る
日
に
ち
よ
う
日
学
び
の
杖
な
り
散
歩
の
時
間

工
藤

光
子

フ
ェ
ン
ス
に
し
っ
か
り
巻
き
つ
き
む
ら
さ
き
の
朝
顔
二
輪
寄
り
そ
い
て
咲
く

天
利

春
枝

愚
か
に
も
荒
き
言
葉
に
物
言
い
し
を
疲
れ
し
心
に
悔
お
る
夕
べ

岡
元

芳
子

に
い
に
い
蝉
と
ち
い
ち
い
蝉
と
あ
ぶ
ら
蝉
三
種
聞
き
い
し
上
海
の
蝉

出
町

安
子

日
曜
の
朝
一
本
の
み
の
バ
ス
に
ゆ
れ
歌
友
と
ゆ
き
に
し
足
柄
峠

宇
田
川
時
子

夜
空
に
は
雲
が
ふ
ん
わ
り
飛
ぶ
よ
う
に
わ
た
が
し
急
に
食
べ
た
く
な
っ
た

土
屋
ト
ミ
子

養
蚕
に
励
み
い
し
母
の
香
の
す
な
る
桑
の
実
甘
き
を
一
つ
味
わ
う

三
留
と
く
子

黄
昏
で
夕
日
は
沈
み
山
肌
も
湖
面
も
赤
く
余
光
が
染
め
る

浜
田

寿
子

御
社
に
吾
の
飾
り
し
花
に
寄
り
エ
ー
ル
を
く
る
る
同
窓
の
友

山
口

幸
子

松
林
を
わ
た
る
海
風
に
立
ち
ど
ま
り
秋
さ
さ
や
く
に
耳
を
す
ま
せ
る

山
根
喜
美
代

続
投
を
支
持
せ
し
世
論
に
背
を
向
け
て
権
力
闘
争
仕
掛
け
る
議
員
ら

安
藤

慧

ゆ
ら
ゆ
ら
と
揺
れ
る
篝
火
能
楽
の
静
か
な
る
美
に
心
吸
わ
れ
る

川
島
惠
美
子

炎
昼
ゆ
え
今
は
行
け
ぬ
と
こ
と
わ
り
ぬ
百
日
紅
の
花
枝
ゆ
ら
り
招
く
に

�
田
マ
ツ
子

朝
茜
オ
レ
ン
ジ
色
の
太
陽
が
ぐ
ん
ぐ
ん
ぐ
ぐ
ー
ん
と
せ
り
上
り
く
る

亀
山

文
子

ふ
う
は
り
と
レ
ー
ス
ま
と
い
て
烏
瓜
の
花
咲
き
て
ゐ
る
藪
陰
の
道

講
師

杉
本

照
世
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新年が良い年でありますように､ との願いを込めて製作が進められておりました
＜迎春干支ねぶた＞開運 ｢月の兎とかぐや姫｣ が完成いたしました｡ 12月20日神門に
掲げられ元旦午前零時に点灯､ 初詣にご参拝の皆様をお迎えいたします｡
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